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(百万円未満切捨て)

１．2018年10月期第２四半期の連結業績（2017年11月１日～2018年４月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2018年10月期第２四半期 11,375 12.2 220 △11.5 368 6.3 246 0.0

2017年10月期第２四半期 10,139 4.5 248 152.1 346 71.7 246 △37.9
(注) 包括利益 2018年10月期第２四半期 △9百万円( －％) 2017年10月期第２四半期 698百万円( －％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2018年10月期第２四半期 9.39 9.32

2017年10月期第２四半期 9.15 9.14

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2018年10月期第２四半期 23,404 11,809 50.4

2017年10月期 23,544 12,040 51.1
(参考) 自己資本 2018年10月期第２四半期 11,806百万円 2017年10月期 12,037百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2017年10月期 － 3.00 － 3.00 6.00

2018年10月期 － 3.00

2018年10月期(予想) － 3.00 6.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

３．2018年10月期の連結業績予想（2017年11月１日～2018年10月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 22,020 5.5 490 7.7 730 7.2 590 △1.6 22.03
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)
　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2018年10月期２Ｑ 28,077,448株 2017年10月期 28,077,448株

② 期末自己株式数 2018年10月期２Ｑ 1,985,902株 2017年10月期 1,596,653株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2018年10月期２Ｑ 26,205,230株 2017年10月期２Ｑ 26,888,658株
　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績の見通し等の将来に関する記述は、本資料の発表日現在において入手可能な情報およ
び将来の業績に影響を与える不確実な原因に係る本資料発表日現在における仮定を前提としており、実際の業績
は、今後様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間（2017年11月１日～2018年４月30日）におけるわが国経済は、企業収益や雇用・所

得環境の改善が続き、景気は緩やかな回復基調で推移しました。一方で、懸念される米国の保護主義政策の動向

などにより先行きは依然として不透明な状況が続いております。

　当社グループが主に関連いたします業界におきましては、公共投資および民間投資ともに底堅く推移している

ものの、慢性的な人手不足や資材価格の高止まりなど、厳しい経営環境が続いております。

　このような状況の下で、当社グループは、既存顧客との関係強化および新規顧客の獲得に努めました。また、

グループ会社間において、人材交流や営業拠点の集約を行うなど、グループシナジー強化を図りました。

　これらの結果、当社グループの当第２四半期連結累計期間における売上高は、11,375百万円で、前年同四半期

比1,235百万円、12.2％の増加となりました。一方、仕入価格の上昇に対する価格転嫁の遅れの影響で、営業利益

は、220百万円で、前年同四半期比28百万円、11.5％の減少となりました。経常利益は、368百万円で、前年同四

半期比21百万円、6.3％の増加となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は、246百万円で、前年同四半

期比0百万円、0.0％の増加となりました。

（２）財政状態に関する説明

①財政状態の変動状況について

（資産）

当第２四半期連結会計期間末における流動資産の残高は、前連結会計年度末に比べて224百万円増加し13,877百

万円となりました。この主な要因は、現金及び預金が415百万円減少したことに対し、商品が642百万円増加した

ことによるものであります。

当第２四半期連結会計期間末における固定資産の残高は、前連結会計年度末に比べて363百万円減少し9,527百

万円となりました。この主な要因は、投資有価証券が359百万円減少したことによるものであります。

（負債）

当第２四半期連結会計期間末における流動負債の残高は、前連結会計年度末に比べて187百万円増加し9,547百

万円となりました。この主な要因は、その他流動負債が71百万円減少したことに対し、支払手形及び買掛金が265

百万円増加したことによるものであります。

当第２四半期連結会計期間末における固定負債の残高は、前連結会計年度末に比べて95百万円減少し2,048百万

円となりました。この主な要因は、繰延税金負債が103百万円減少したことによるものであります。

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産の残高は、前連結会計年度末に比べて231百万円減少し11,809百万

円となりました。この主な要因は、利益剰余金が166百万円増加したことに対し、自己株式の取得により142百万

およびその他有価証券評価差額金が252百万円減少したことによるものであります。

②キャッシュ・フローの状況について

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、営業活動によるキャッシュ・フローに係る支出

174百万円、投資活動によるキャッシュ・フローに係る支出19百万円、財務活動によるキャッシュ・フローに係る

支出222百万円となったこと等により、前連結会計期間末と比べ415百万円減少し、1,389百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果使用した資金は、174百万円（前年同四半期は367百万円の資金の獲得）となりました。主な要

因は、税金等調整前四半期純利益368百万円、仕入債務の増加265百万円に対し棚卸資産の増加642百万円、法人税

等の支払113百万円によるものであります。
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（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、19百万円（前年同四半期は22百万円の資金の使用）となりました。主な要因

は、有形固定資産の取得による支出28百万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は、222百万円（前年同四半期は114百万円の資金の使用）となりました。主な要

因は、自己株式の取得による支出142百万円、配当金の支払額78百万円によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、2017年12月14日に公表いたしました連結業績予想から変更はございません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2017年10月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2018年４月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,805,697 1,389,729

受取手形及び売掛金 7,897,999 7,929,496

商品 3,683,565 4,325,660

その他 274,784 240,928

貸倒引当金 △9,116 △8,314

流動資産合計 13,652,932 13,877,499

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 629,299 612,852

機械装置及び運搬具（純額） 31,182 35,360

土地 1,851,974 1,851,974

その他（純額） 47,837 54,895

有形固定資産合計 2,560,294 2,555,082

無形固定資産 59,978 54,123

投資その他の資産

投資有価証券 6,914,295 6,555,027

破産更生債権等 3,511 5,334

その他 356,713 363,194

貸倒引当金 △3,511 △5,334

投資その他の資産合計 7,271,009 6,918,221

固定資産合計 9,891,281 9,527,428

資産合計 23,544,213 23,404,928
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2017年10月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2018年４月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,473,535 4,738,933

短期借入金 3,650,000 3,650,000

1年内返済予定の長期借入金 200,000 200,000

1年内償還予定の社債 500,000 500,000

賞与引当金 113,813 112,122

役員賞与引当金 5,100 ―

その他 417,458 346,339

流動負債合計 9,359,907 9,547,395

固定負債

長期借入金 200,000 200,000

繰延税金負債 1,701,191 1,598,049

退職給付に係る負債 234,792 242,991

長期預り保証金 3,000 3,000

その他 5,002 4,270

固定負債合計 2,143,985 2,048,310

負債合計 11,503,892 11,595,706

純資産の部

株主資本

資本金 2,712,335 2,712,335

資本剰余金 1,728,146 1,728,146

利益剰余金 4,032,712 4,199,615

自己株式 △402,963 △545,507

株主資本合計 8,070,231 8,094,590

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,953,979 3,701,487

退職給付に係る調整累計額 13,135 10,169

その他の包括利益累計額合計 3,967,114 3,711,656

新株予約権 2,975 2,975

純資産合計 12,040,321 11,809,221

負債純資産合計 23,544,213 23,404,928
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2016年11月１日
　至 2017年４月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2017年11月１日
　至 2018年４月30日)

売上高 10,139,297 11,375,035

売上原価 7,948,171 9,110,476

売上総利益 2,191,125 2,264,559

販売費及び一般管理費 1,942,306 2,044,337

営業利益 248,819 220,222

営業外収益

受取利息 37 130

受取配当金 72,810 91,270

受取賃貸料 6,420 6,999

仕入割引 37,554 46,693

為替差益 337 ―

その他 6,462 31,768

営業外収益合計 123,622 176,862

営業外費用

支払利息 10,657 10,778

売上割引 14,803 15,274

その他 770 2,869

営業外費用合計 26,231 28,922

経常利益 346,210 368,162

税金等調整前四半期純利益 346,210 368,162

法人税、住民税及び事業税 67,798 72,147

法人税等調整額 32,305 49,878

法人税等合計 100,103 122,026

四半期純利益 246,106 246,135

親会社株主に帰属する四半期純利益 246,106 246,135
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2016年11月１日
　至 2017年４月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2017年11月１日
　至 2018年４月30日)

四半期純利益 246,106 246,135

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 452,491 △252,492

繰延ヘッジ損益 △219 ―

退職給付に係る調整額 248 △2,966

その他の包括利益合計 452,520 △255,458

四半期包括利益 698,627 △9,322

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 698,627 △9,322
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2016年11月１日
　至 2017年４月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2017年11月１日
　至 2018年４月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 346,210 368,162

減価償却費 43,874 46,079

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 4,190 11,696

貸倒引当金の増減額（△は減少） 121 1,021

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △4,650 △5,100

賞与引当金の増減額（△は減少） △565 △1,690

受取利息及び受取配当金 △72,848 △91,401

支払利息 10,657 10,778

売上債権の増減額（△は増加） △136,523 △33,319

たな卸資産の増減額（△は増加） △266,839 △642,094

その他の流動資産の増減額（△は増加） △19,900 △24,119

仕入債務の増減額（△は減少） 410,006 265,398

その他の流動負債の増減額（△は減少） △68,537 △19,552

その他 329 △26,776

小計 245,525 △140,920

利息及び配当金の受取額 72,868 91,498

利息の支払額 △10,670 △10,754

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 59,789 △113,954

営業活動によるキャッシュ・フロー 367,514 △174,129

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の売却による収入 33 35

有形固定資産の取得による支出 △4,627 △28,025

無形固定資産の取得による支出 △7,809 △5,623

投資有価証券の取得による支出 △19,512 △706

その他 9,801 14,593

投資活動によるキャッシュ・フロー △22,113 △19,725

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △20,000 ―

社債の償還による支出 △10,000 ―

自己株式の取得による支出 △3,664 △142,544

配当金の支払額 △80,368 △78,836

その他 ― △732

財務活動によるキャッシュ・フロー △114,033 △222,113

現金及び現金同等物に係る換算差額 △337 ―

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 231,029 △415,967

現金及び現金同等物の期首残高 2,293,108 1,805,697

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,524,138 1,389,729
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（従業員等に対して権利確定条件付き有償新株予約権を付与する取引に関する取扱いの適用)

　「従業員等に対して権利確定条件付き有償新株予約権を付与する取引に関する取扱い」（実務対応報告第36号

平成30年１月12日。以下「実務対応報告第36号」という。）を2018年４月１日から適用し、従業員等に対して権

利確定条件付き有償新株予約権を付与する取引については、「ストック・オプション等に関する会計基準」（企

業会計基準第８号 平成17年12月27日）等に準拠した会計処理を行うことといたしました。

　ただし、実務対応報告第36号の適用については、実務対応報告第36号第10項(3)に定める経過的な取扱いに従

っており、実務対応報告第36号の適用日より前に従業員等に対して権利確定条件付き有償新株予約権を付与した

取引については、従来採用していた会計処理を継続しております。

（追加情報）

(従業員等に対して権利確定条件付き有償新株予約権を付与する取引に関する取扱いの適用）

「従業員等に対して権利確定条件付き有償新株予約権を付与する取引に関する取扱い」（実務対応報告第36号

平成30年１月12日。以下「実務対応報告第36号」という。）の適用日より前に従業員等に対して権利確定条件付

き有償新株予約権を付与した取引については、実務対応報告第36号第10項(3)に基づいて、従来採用していた会

計処理を継続しております。

１．権利確定条件付き有償新株予約権の概要

(1) 権利確定条件付き有償新株予約権の内容

2016年６月30日および2016年７月６日 取締役会決議
ストック・オプション

付与対象者の区分および人数
当社取締役６名、当社監査役３名、当社従業員134名、

当社子会社取締役３名、当社子会社従業員34名

株式の種類別のストック・オプションの数 普通株式 595,000株（注）１

付与日 2016年７月29日

権利確定条件 　（注）２

対象勤務期間 対象勤務期間の定めはありません。

権利行使期間 2018年２月１日～2021年７月28日

（注）１ 株式数に換算して記載しております。

２ 新株予約権の行使の条件

① 本新株予約権者は、2017年10月期から2018年10月期の有価証券報告書に記載される連結損益計算書（連

結損益計算書を作成していない場合、損益計算書）における営業利益が下記（a）乃至（b）に掲げる条

件を満たしている場合、各新株予約権者に割り当てられた本新株予約権のうち、それぞれに掲げる割合

（以下、「行使可能割合」という。）の個数を行使することができる。ただし、行使可能な本新株予約

権の数に１個未満の端数が生じる場合には、これを切り捨てた数とし、国際財務報告基準の適用等によ

り参照すべき項目の概念に重要な変更があった場合には、別途参照すべき指標を取締役会で定めるもの

とする。

（a）700 百万円を超過した場合：行使可能割合:50％

（b）1,000 百万円を超過した場合：行使可能割合:100％
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② 新株予約権者は、本新株予約権の権利行使時においても、当社または当社関係会社の取締役、監査役又

は従業員であることを要する。ただし、任期満了による退任、定年退職、その他正当な理由があると取

締役会が認めた場合は、この限りではない。

③ 新株予約権者の相続人による本新株予約権の行使は認めない。

④ 本新株予約権の行使によって、当社の発行済株式総数が当該時点における授権株式数を超過することと

なるときは、当該本新株予約権の行使を行うことはできない。

⑤ 各本新株予約権の１個未満の行使を行うことはできない。

　

(2) 権利確定条件付き有償新株予約権の規模及びその変動状況

当第２四半期連結会計年度において存在したストック・オプションを対象とし、ストック・オプションの数につ

いては、株式数に換算して記載しております。

　 ①ストック・オプションの数

2016年６月30日および2016年７月６日 取締役会決議
ストック・オプション

権利確定前（株）

　前連結会計年度末 595,000

　付与 －

　失効 －

　権利確定 －

　未確定残 595,000

権利確定後（株）

　前連結会計年度末 －

　権利確定 －

　権利行使 －

　失効 －

　未行使残 －

　

　 ②単価情報

2016年６月30日および2016年７月６日 取締役会決議
ストック・オプション

権利行使価格（円） 246

行使時平均株価（円） －

２．採用している会計処理の概要

新株予約権を発行したときは、その発行に伴う払込金額を、純資産の部に新株予約権として計上しております。

新株予約権が行使され、新株を発行するときは、当該新株予約権の発行に伴う払込金額と新株予約権の行使に伴う払

込金額を、資本金及び資本準備金に振り替えます。なお、新株予約権が失効したときは、当該失効に対応する額を失効

が確定した会計期間の利益として処理します。
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